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世界人口は2050年までに90億人超：

DSMの持つ能力を使って
人々と地球のサステナビリティ向上に貢献

サステナビリティは
実現すべき責務、かつ事業成長のチャンス

「サイエンスの力で、現在と未来世代の 全ての人々の暮らしをより豊かにする」
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について

• 年にオランダ石炭公社として誕生。事業転換を経て、
ビタミン等の栄養素、食品・飼料添加物のグローバルリーダー

• サステナビリティ経営の先駆者として、世界的に知られる

• 売上高 ： 億ユーロ （ ）

• ： 億ユーロ （ ）

• 従業員数 ： 人以上

• グローバルカンパニー ：売上の は欧州域外

• イノベーティブカンパニー ：イノベーションセールス比率

“ ”

日本における
• 従業員数：約 人
• 本社：東京
• テクニカルセンター：横浜
• 工場：静岡、敦賀



削減 総量
エネルギー効率
改善率／年

購入再生可能電力
比率

従業員
エンゲージメント

安全成績

• 会社の業績は、財務目標と下記サステナビリティKPIの達成度で測られる

• 両者とも、役員や従業員の業績評価に用いられる

地球と人々に対する責任を果たす

比率

→ → →

削減 原単位
上級管理職
女性比率
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より健康な地球のため、自社の環境負荷を削減しつつ、
バリューチェーンパートナーとも協働

購入再生可能電力

温室効果ガス排出量
総量削減目標

の新目標を
設定、 認証
のために提出済

来年の 目標見直しタイミングに向け、
も総量削減目標を検討中

（現在は物理的原単位目標）
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中期計画で野心的な利益目標を設定

：年率 の成長

マージン： 以上

売上： のオーガニックな成長

（栄養部門）

同時に財務的利益も追求し、長期的に会社を成長させていく



自らによるサステナビリティの実践

製品やソリューションを通じ、お客様やパートナーの皆様のサステナビリティを改善するための貢献

サステナブルな社会を実現するため、マーケット・社会改革に向けてリーダシップを発揮

8

の提唱するサステナビリティへの 段階のアプローチ
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気候とエネルギー
低炭素社会の実現に向けて

栄養と健康

なぜ我々は気候問題に取り組むのか

行動する責任
事業成長の機会

「低炭素成長により 年までに 兆米ドル相

当の経済的効果が生まれる可能性がある。これ
でも保守的な試算だが」

気候と
エネルギー

資源と
循環経済
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気候変動分野におけるルールメイキング

• 京都議定書 パリ協定

– 未満

• 達成手段の一つ、カーボンプライシング（ ）は欧州主導でルールメイキング

– 年、「世界銀行 リーダーシップ連合」が活動開始

– 年、 を提案（当時経団連は炭素税「断固反対」表明）

• 欧州諸国は順次炭素税を導入

– 仏 オランダ スウェーデン

– 日本 \

• が「越境炭素税」を検討開始（ 年 月）

– 実質的な関税化（ 年 月までの導入を目指す）

• 欧米顧客 を皮切りに、 排出量がサプライヤー選定基準に
–

定性的努力目標から、拘束力のある定量的目標へ

*日本は、別途化石燃料に対する様々な税があることに注意
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事例 社会への責任、会社としてのコミットメント

前 現名誉会長 の は、世界銀行カーボンプ
ライシングリーダーシップ連合の共同議長を務めた

来日時の日経インタビュー（ 年 月）
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• を導入
– →

• を設定

– 億

• オランダ 、米国、中国江蘇省 の事業
活動は、 再生可能電力化済

– 自社ソーラー発電施設を建設（
）

– スイス最大かつ最高効率のバイオマス発電・スチーム
プラントを 工場に建設（ ）

– 年 月に過去最大の再生可能電力 契約を
締結。グローバル 全体の年間使用電力の を
賄い、年間 トン の を削減

事例
自らの事業活動を通じた 削減



Confidential

エンジニアリングプラスチック事業では、 年よりバイオマス原料・リサイクル原料由来製品
の生産・供給を開始

事例
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“Enable”事例

• 発酵法により再生可能植物由来原料からビタミンAを生産す
る技術を開発

• よりコスト効率高く、サステナブルな方法で、ビタミンA生産能
力を拡張

• DSMのグローバルR&D能力を最大限に活用
– 過去最高の6拠点合同プロジェクト

• DSMとDSMの顧客の、環境に対する取り組みを大きく前進

世界初 「バイオ由来ビタミンA」
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栄養と健康
地球上のすべての人々に健康的な食事を

• 2050年に90億人を超える世界人口に対
して、十分な食を提供する

• 同時に農畜産業が地球環境、資源に与え
る影響を低減する

栄養と健康
気候と

エネルギー

資源と
循環経済
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世界の食料システムは、複雑に相関した多くの課題を抱えている

家畜からの排出
温室効果ガス（メタン、CO2）
窒素（アンモニア、N2O）、リン

食品ロスと廃棄

生物多様性、森林資源、
地上と海の生態系の損失

食に由来する
生活習慣病・肥満

ビタミンやミネラルなど
微量栄養素不足

免疫系の健康と
感染症、抗生物質耐性菌

（隠れ）飢餓と栄養不良 貧困と不平等
小規模農家の75%は
「極めて貧困」 の
状況に置かれている

食品バリューチェーンにおいて、
小規模農家が公正かつ安定した
収入を得られない

食料、ヘルスケア、教育など
基本的な生活ニーズに
アクセスできない
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の達成に貢献。 年をターゲットに、毎年アニュアルレポートで進捗報告

に先立ち、 は「食料システムコミットメント」を発表

脆弱な環境にある
億人の栄養不良を改善

億人に対して
免疫系の健康をサポート

イノベイティブな飼料添加物により、
畜産動物からの排出

（メタン、窒素、リン）を ケタ削減

栄養豊富、サステナブルな
ソリューションで、植物由来タンパクを

億人に届ける
バリューチェーン全体にわたり
万の小規模農家の生活を改善
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栄養改善と、小規模農家の生活改善

栄養を入手しやすく

• とルワンダ政府の官民ジョイントベンチャー。世銀 、欧
州公的金融機関 も出資

• はアフリカの食糧問題に取り組む社会課題解決型企業。

安価な栄養食品の、原料調達、生産、販売を現地で一貫し
て行うことで、アフリカに強靭なフードシステムを構築することを
目的としている

• 年創立以来、 は延べ 万人の消費者に製品を届
け、 億ドル超の をア
フリカ経済にもたらした。また 人以上の直接雇用を創出し、
万超の小規模農家から原料調達を行った

栄養強化米

• 全世界で 億人以上いる、コメを主食とする人々の
「隠れ飢餓」（ ）問題解決を目指す

• は、米粉と必須微量栄養素から粒状の栄養強化米を
製造する技術を開発、通常のコメに 混ぜることで 食
事の栄養価を高めるソリューションを提供している

• 日本の「栄養改善事業推進プラットフォーム」（ ）の
カンボジア、フィリピンプロジェクトにも協力
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免疫系を健康に保つための、栄養の重要性についても啓蒙

億人に対して免疫系の健康をサポート

ビタミン

• 免疫系を構成する、特
定の細胞を活性化

通常感冒の症状を軽
減し、期間を短縮

細胞老廃物の除去を
担う食細胞を活性化

免疫細胞 白血球
（好中球、単球）を賦
活して機能を活性化

ビタミン ベータ
カロテン

• 免疫細胞 リンパ球の
増殖と分化に影響

自己免疫疾患のリスク
を低減

皮膚保護機能を向上

ビタミン
• 自然免疫反応を向上

• 抗微生物ペプチドの発
現を誘導

急性呼吸器感染症のリ
スクを低減

獲得免疫反応に必須
の成分

十分量のビタミン 状態
は感染症リスクを低減
（急性呼吸器感染症、
敗血症、結核）

オメガ

• 抗炎症成分や複数の
免疫変調成分の分泌
をコントロール、免疫反
応を制御

アレルギー性疾患や皮
膚炎のリスクを低減

ビタミン は強力な抗酸
化剤としてフリーラジカル
を抑制

ビタミン 欠乏により抗
体産生細胞が減少

プロバイオティクス（善
玉菌）は腸内微生物フ
ローラのバランスを整える

鉄、亜鉛等のミネラルは
免疫細胞中の酵素反
応に必要。セレンは免
疫組織に高濃度で存
在し、適正な免疫機能
維持に必須
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通常のビタミン に比べて、 倍速く効率的に吸収され、免疫系の健康に寄与

代謝型ビタミン 製品「 」を開発、上市

通常の食品やサプリメントに含まれるビタミン

オーストラリア、シンガポール、米国、ブラジル等で
審査登録完了、上市済み
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イノベーティブな飼料添加物ソリューションにより実現

サステナブルな動物性たんぱく質

• 牛のゲップ中のメタン（ ）排出
削減。ブラジル、チリ、欧州で承認 上市

• 魚由来ではない、藻由来の
サステナブルな

• 代謝型ビタミン →豚や鶏の骨格・
卵殻を強化、斃死率・食品ロス削減

• 農場の経営状況を で見える化、

環境負荷と動物健康改善のアドバイザリーサー
ビス事業

の最新イノベーション事例
薬剤耐性菌問題
への取組み支援

海洋資源への
依存低減

畜水産業からの

排出低減

天然資源の
有効活用

畜産物の品質改善
と食品ロス・廃棄
の低減

畜産動物の
生涯能力の改善

• ビタミン、カロテノイド、有機ミネラル、消化酵素、
等

の飼料添加物ソリューション
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植物由来代替肉の課題と、 のソリューション

酵母エキス
ビタミン

藻類由来オメガ３
ハイドロコロイド（食感改良剤）

™ （菜種油残渣
由来たんぱく質）

酵母エキス

本物のお肉のような
風味

本物のお肉のような
食感と口当たり

微量栄養素の
補強と強化

塩分の調整
減塩も！
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植物由来タンパク質の栄養的側面 の消費者が
栄養表示ラベル
をよりこまめに
チェックすると

回答

▪ 低コレステロール
▪ 高食物繊維
▪ 高ポリフェノール、カロテノイド
▪ 高マグネシウム
▪ 高ビタミンC
▪ 高ビタミンB1、葉酸（B9）
▪ 高不飽和脂肪酸

▪ 塩分・脂質 過剰

▪ ビタミンA 不足
▪ ビタミンB2, B3, B5, B6, B12 不足
▪ ビタミンD 不足
▪ オメガ-3 (DHA/EPA) 不足
▪ カルシウム 不足（ビーガン）
▪ 亜鉛・鉄 不足
▪ ヨウ素 不足
▪ セレン 不足

栄養的に優れている点 栄養的に問題のある点

あたり ビタミン ビタミン ビタミン ビタミン ビタミン 鉄 亜鉛 セレン

赤身の牛肉

大豆バーガー

そら豆バーガー

DSMの微量栄養素により、植物由来代替肉の栄養プロファイルを改善可能！
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欧州政府・企業は、食品の栄養や環境負荷（温室効果ガス）に
関するルールメイキングを始めている

食品の環境負荷に関わる情報を

消費者に伝える ラベル

大手リテール（ ）で

テスト中

消費者が自らの健康のために、

栄養情報を得ることができる

製品前面表示（ ラベル）

シンプルな表示が支持され、

欧州各国政府が推奨

（フランス、ドイツ、ベルギー、オラ

ンダ、ルクセンブルク、スペイン等）

具体的な 排出量

を表示する製品も増加

欧州の消費者は、食品生産時

の環境負荷を、食の選択基準

にしつつある

デンマーク生協は、消費者の

食の選択がどのくらいの温室

効果ガス排出につながってい

るか、トラッキングするアプリを

開発・提供
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イノベーションと変革を加速するためのコラボレーション

ソリューションを開発、実行、スケール
させるためのパートナーシップを構築し、

業界、アカデミア、 とのコラボレーションにより、
イノベーションと変革を推進する
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“ 社会への責任、会社としてのコミットメント
世界経済フォーラム では、 の が
「 」セッションのパネルとして、食料システムと気候変動の観点から意見を述べた
（ 年 月 日）
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メインセッションにパネリスト参加、サイドイベント 件主催、他多数のサイドイベントに参加

「東京栄養サミット 」における

• メインセッションにパネリスト参加

• サステナブル食料システム、学校給食、母子栄養に関す
るサイドイベントを主催

• 農水省 パネリスト

• パネリスト

• 等のサイドイベントパネリスト
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丸山 和則（まるやま かずのり）

DSM株式会社 代表取締役社長

三菱化学、米国ダウコーニング、オムロンにて、テクノロジーとイノベーション、
戦略マーケティング、グローバルビジネス等の責任者を歴任

2019年より現職。Royal DSMの日本事業を統括する一方、サステナ
ビリティ経営、食料システム変革、栄養改善等の分野でアドボカシー活
動を行う

大阪大学修士（理学）、三重大学博士（工学）
MITスローン経営大学院 MBA


